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手紙は、 はるか昔から自分の言葉、 思いを相手に伝える方
法として用いられてきた。
家族への近況報告、 友人へ向けた気軽なものから、 恋人へ
のあまい思いを綴った恋文…
季節の挨拶や冠婚葬祭など、 手紙の万能性は、 その歴史を
ひも解くだけでも多岐にわたる。
メールや SNSが主流の現代においても、 手紙は私たちの日
常生活に根付いている。
本特集では、 歴史に登場する様々な偉人たちのエピソードと
ともに、 彼ら、 彼女らの手を通して綴られた「 シークレットレ
ター」 をご紹介しよう。

偉人た
ちの

シークレ
ットレタ

ー

文
豪
・
太
宰
治

『
美
し
い
切
り
絵
。』

『
美
し
い
切
り
絵
。』((

大
橋
忍
／
著
、
エ
ム
デ
ィ
エ
ヌ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、

大
橋
忍
／
著
、
エ
ム
デ
ィ
エ
ヌ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
2
0
1
5

2
0
1
5
年
、
所
蔵
：
野
方

年
、
所
蔵
：
野
方))

P.5P.5
「
こ
と
の
は
」
を
参
考
に
筆
者
が
作
成
。

「
こ
と
の
は
」
を
参
考
に
筆
者
が
作
成
。

▲１９４６（昭和21）年、
銀座の BAR「ルパン」にて。

太宰治。（林忠彦・撮影）
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偉
人
た
ち
の
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
レ
タ
ー

　
『
人
間
失
格
』『
走
れ
メ
ロ
ス
』
な
ど
の
名
著

で
知
ら
れ
る
太
宰
治
（
本
名
・
津つ

し
ま
し
ゅ
う
じ

島
修
治
）
は
、

１
９
０
９
（
明
治
42
）
年
、
青
森
県
北
津
軽
郡

金
木
村
（
現
在
の
五
所
川
原
市
）
に
生
ま
れ
た
。

県
会
議
員
や
衆
議
院
議
員
を
多
く
輩
出
す
る
大

地
主
の
六
男
と
し
て
、
何
不
自
由
な
く
暮
ら
し

た
太
宰
の
経
歴
は
、
異
端
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。

　
太
宰
治
の
作
家
へ
の
道
は
、
中
学
生
か
ら
始

ま
っ
た
。
兄
・
圭
治
が
東
京
か
ら
持
ち
帰
っ
た

文
学
雑
誌
に
書
か
れ
た
、井
伏
鱒
二
の
『
幽
閉
』

（
の
ち
の
『
山
椒
魚
』）
や
、芥
川
龍
之
介
の
『
侏

儒
の
言
葉
』
に
出
会
い
、
彼
は
衝
撃
を
受
け
る
。

　

先
人
た
ち
の
作
品
に
触
発
さ
れ
た
太
宰
は
、

中
学
卒
業
ま
で
の
四
年
間
、
兄
弟
や
友
人
ら
と

と
も
に
同
人
誌
『
星
座
』『
青
ん
ぼ
』
を
発
刊
し
、

会
誌
に
自
ら
の
作
品
を
発
表
す
る
な
ど
、
意
欲

的
に
創
作
活
動
に
励
ん
だ
。

　
そ
し
て
高
校
生
に
な
っ
た
彼
を
待
ち
受
け
て

い
た
の
が
、
敬
愛
し
て
や
ま
な
い
作
家
・
芥
川

龍
之
介
の
自
殺
だ
っ
た
。

　

１
９
２
７
（
昭
和
2
）
年
7
月
24
日
、「
将

来
に
対
す
る
唯
ぼ
ん
や
り
し
た
不
安
」
を
動
機

に
服
毒
自
殺
し
た
芥
川
の
死
は
、
後
の
太
宰
自

身
、
そ
し
て
作
風
に
も
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
と
な
る
。

　
１
９
３
５
（
昭
和
10
）
年
、
芥
川
の
友
人
で

あ
る
菊
池
寛
が
、
雑
誌
『
文
藝
春
秋
１
９
３
４

年
４
月
号
』
に
て
、
芥
川
賞
と
直
木
賞
の
募
集

を
開
始
す
る
。
芥
川
に
傾
倒
し
て
い
た
太
宰
も

も
ち
ろ
ん
参
加
。
自
信
作
の
『
道
化
の
華
』
を

芥
川
賞
へ
応
募
し
た
が
、
結
果
は
落
選
で
あ
っ

た
。

　
選
考
者
で
あ
る
川か

わ
ば
た
や
す
な
り

端
康
成
は
、
太
宰
の
応
募

作
で
は
な
く
、
太
宰
自
身
の
私
生
活
に
問
題
が

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
、
こ
の
選
評
に
太

宰
は
不
満
を
爆
発
さ
せ
た
。「
選
考
者
な
ら
ば

あ
く
ま
で
作
品
の
質
で
判
断
す
べ
き
だ
」
と
、

不
満
と
反
論
を
綴
っ
た
長
文
の
手
紙
を
川
端
へ

送
っ
て
い
る
。

　

翌
年
、『
晩
年
』
が
砂
子
屋
書
房
か
ら
刊
行

さ
れ
た
折
り
、
太
宰
は
初
刊
行
本
を
川
端
へ
寄

贈
し
た
。
そ
れ
に
対
す
る
川
端
の
礼
状
の
返
事

に
、
太
宰
は
後
に
『
泣
訴
状
』
と
呼
ば
れ
る
書

簡
を
送
っ
て
い
る
。
内
容
は
、「
次
回
の
芥
川

賞
は
ぜ
ひ
私
に
与
え
て
ほ
し
い
」
旨
を
認し

た
ため

た

も
の
だ
っ
た
が
、
第
二
回
芥
川
賞
は
二・
二
六

事
件
の
影
響
で
該
当
者
な
し
で
終
わ
っ
た
。

　
太
宰
の
落
胆
は
計
り
知
れ
な
い
。



独
眼
竜
・
伊
達
政
宗

天
才
音
楽
家

　
　

　

 
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

❖ 酒の席で…
　朝食に酒を飲むほど無類の酒好きと言われている政宗は、

酒宴の際、ぐちぐちと言い訳を重ねる小
こしょう

姓（※身の回りの

世話をする役職）の態度が気に障り、酔った勢いで脇差の

鞘で頭を殴った挙句、自宅謹慎を命じてしまう。

　その後、酔いが醒めた政宗は他の小姓経由で「昨夜はや

りすぎた」と謝罪の手紙を認めたというエピソードがある。

　その他にも、小姓達の髪形や格好に対して「最近の若い

者は…」と言及するような手紙を書いている。

【
参
考
文
献
】

❖
『
手
紙
の
歴
史
』（
小
松
茂
美
／
著
、岩
波
書
店
、

　
　

１
９
７
７
年
、
所
蔵
：
中
央
）

❖
『
太
宰
治
の
手
紙
』（
東
郷
克
美
／
著
、
大
修

　
　

館
書
店
、
２
０
０
９
年
、
所
蔵
：
中
央
）

❖
『
太
宰
治　

生
誕
一
〇
〇
年
記
念
』（
平
凡
社
、

　
　

２
０
０
９
年
、
所
蔵
：
中
央
・
上
高
田
）

❖
『
川
端
康
成　

蒐
め
ら
れ
た
日
本
の
美
』（
羽

　
　

鳥
徹
哉
／
監
修
、
平
凡
社
、
２
０
０
９
年
、

　
　

所
蔵
：
中
央
・
野
方
・
南
台
・
上
高
田
）

❖
『
伊
達
政
宗　

文
化
と
そ
の
遺
産
』（
小
林
清

　
　

治
／
編
、里
文
出
版
、１
９
８
７
年
、所
蔵
：
中
央
）

❖
『
伊
達
政
宗
の
研
究
』（
小
林
清
治
／
著
、

　
　

吉
川
弘
文
館
、
２
０
１
７
年
、
所
蔵
：
中
央
）

❖
『
心
を
動
か
す
珠
玉
の
「
手
紙
」』（
日
本
史

　
　

研
究
会
／
編
著
、
日
本
文
芸
社
、
２
０
０
５
年
、

　
　

所
蔵
：
野
方
）

❖
『
ゴ
ッ
ホ
の
地
図
帖
』（
ニ
ー
ン
ケ
・
デ
ー
ネ

　
　

カ
ン
プ
／
著
、
講
談
社
、
２
０
１
６
年
、

　
　

所
蔵
：
中
央
）

❖
『
フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
』（
圀
府
寺
司
／
著
、

　
　

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
、２
０
１
９
年
、所
蔵
：
鷺
宮
）

❖
『
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
人
生
』（
ジ
ル
・
カ
ン
タ
グ

　
　

レ
ル
／
著
、西
村
書
店
、２
０
１
７
年
、所
蔵：中
央
）

▶
『
伊
達
政
宗 (1567 - 1636) 

肖
像
画
』

土
佐
光
貞 (1738 - 1806) 

筆
。東
福
寺・霊
源
院
所
蔵
。

『
ひ
ま
わ
り
』
の

　
　
　

画
家
・
ゴ
ッ
ホ

　家族愛に包まれて
育ったヴォルフガング
は、恋に一途な青年へ
と成長する。彼の恋の
始まりは従妹のマリア・
アンナ・テークラ・モー
ツァルトだった。ヴォ
ルフガングは彼女を「従
妹ちゃん（ベーズレ）」
の愛称で呼び、4年間文
通を続けた。ヴォルフ
ガングが歌姫・アロイ
ジアに大失恋したとき
も、ベーズレはよき相
談役となり、また慰め
役でもあったそうだ。

▲マリア・アンナ・テー
クラ（ベーズレ）の

鉛筆画

　1888年5月、フィンセ
ントはラマヌティーヌ広
場に面した二階建ての黄
色い外壁が特徴的な建物
を画室とした。右図『ひ
まわり』はフィンセント
が友人のゴーガンと同居
する際、彼が暮らす部屋
に飾るため、同じ題材を
モチーフに複数枚手掛け
た絵画の総称だ。現存し
ているだけでも6枚が確
認されており、内1枚は
東京のＳＯＭＰＯ美術館
に所蔵されている。

▲『ひまわり』フィン
セント・ファン・ゴッ
ホ（1888年 ）， 油 彩，
92.1 cm × 73 cm
ナ シ ョ ナ ル・ ギ ャ ラ
リー、ロンドン

seebiblia P.2P.3 seebiblia 偉人たちのシークレットレター偉人たちのシークレットレター

　
独
眼
竜
・
伊
達
政
宗
を
知
ら
な
い
人
は
な
か

な
か
い
な
い
。
１
５
６
７
（
永
禄
10
）
年
8
月

3
日
、
伊だ

て
と
う
じ
ろ
う
ま
さ
む
ね

達
藤
次
郎
政
宗
（
幼
名
・
梵ぼ

ん
て
ん
ま
る

天
丸
）

は
、
出
羽
国
（
現
在
の
山
形
県
と
秋
田
県
）
米

沢
城
に
て
、
伊
達
家
第
16
代
当
主
・
伊
達
輝て

る
む
ね宗

の
嫡
男
と
し
て
生
を
受
け
た
。
初
代
藩
主
と
し

て
陸
奥
国
に
約
60
万
石
の
城
下
を
築
い
た
政
宗

は
、
各
時
代
、
文
化
か
ら
良
い
と
こ
ろ
を
抽
出

し
て
、
ま
っ
た
く
新
し
い
特
色
の
文
化
を
持
つ

仙
台
藩
を
作
っ
た
。
政
宗
は
当
時
、
文
化
の
最

先
端
を
行
く
洒
落
者
で
も
あ
り
、
無
類
の
筆
ま

め
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
１
６
３
６
（
寛
永
13
）
年
5
月
24
日
、
享
年

70
歳
で
そ
の
生
涯
を
閉
じ
る
ま
で
、
現
存
す
る

だ
け
で
軽
く
数
千
を
超
え
る
直
筆
の
手
紙
を
残

し
て
い
る
。
当
時
は
、
祐ゆ

う
ひ
つ筆

と
呼
ば
れ
る
書
状

を
代
筆
す
る
役
目
を
担
う
専
属
の
文
官
を
置
く

の
が
主
流
で
あ
る
中
、
こ
れ
ほ
ど
の
数
の
直
筆

の
文
書
が
残
っ
て
い
る
の
は
め
ず
ら
し
い
。
こ

の
こ
と
か
ら
も
、
政
宗
が
い
か
に
筆
ま
め
で

　
名
画
『
ひ
ま
わ
り
』
で
有
名
な
画
家
フ
ィ
ン

セ
ン
ト
・
ヴ
ィ
レ
ム
・
フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
を
一

言
で
表
す
な
ら
、
苦
悩
の
画
家
と
い
う
言
葉
が

思
い
浮
か
ぶ
。

　
１
８
５
３
年
３
月
30
日
、
オ
ラ
ン
ダ
南
部
に

あ
る
フ
ロ
ー
ト
・
ズ
ン
デ
ル
ト
と
い
う
村
で
彼

は
生
ま
れ
た
。
フ
ィ
ン
セ
ン
ト
は
、
子
供
の
頃

か
ら
真
面
目
で
気
難
し
く
、
扱
い
に
く
い
性
格

を
し
て
い
た
よ
う
だ
。
社
会
に
適
合
で
き
な
い

そ
の
気
性
ゆ
え
に
、
学
校
も
悉

こ
と
ご
とく
中
退
し
、
親

族
の
口
利
き
で
勤
め
る
こ
と
に
な
っ
た
画
廊
も

解
雇
さ
れ
て
し
ま
う
。
最
後
は
父
と
同
じ
聖
職

者
の
道
を
目
指
す
も
の
の
、
そ
れ
す
ら
も
断
念

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
自
身
に
対
す
る
不
甲
斐

な
さ
と
失
意
の
中
、
彼
は
27
歳
に
し
て
は
じ
め

て
画
家
へ
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
る
。

　
こ
ん
な
ど
う
し
よ
う
も
な
い
フ
ィ
ン
セ
ン
ト

に
も
理
解
者
は
い
た
。
４
歳
年
下
の
実
弟
、
テ

オ
ド
ル
ス
・
フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
（
通
称
・
テ
オ
）

で
あ
る
。
彼
は
生
涯
に
渡
り
、
金
銭
的
に
も
精

神
的
に
も
フ
ィ
ン
セ
ン
ト
を
支
え
続
け
た
。

　
テ
オ
は
グ
ー
ピ
ル
商
会
と
い
う
画
商
で
働
い

て
お
り
、
取
引
先
の
絵
具
商
を
通
じ
て
、
後
に

フ
ィ
ン
セ
ン
ト
と
と
も
に
交
流
を
持
つ
こ
と
に

な
る
ポ
ー
ル
・
ゴ
ー
ガ
ン
と
出
会
う
。
フ
ィ
ン

セ
ン
ト
は
、
オ
ラ
ン
ダ
、
パ
リ
時
代
を
経
て
、

南
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ル
ル
へ
辿
り
着
き
、後
に「
黄

色
い
家
」
と
呼
ば
れ
る
画
室
を
得
て
、
制
作
活

動
に
本
腰
を
入
れ
て
取
り
組
む
こ
と
に
な
る
。　
　

ゴ
ー
ガ
ン
も
テ
オ
の
誘
い
を
受
け
て
黄
色
い
家

で
フ
ィ
ン
セ
ン
ト
と
共
同
生
活
を
営
む
よ
う
に

な
っ
た
。　

　
フ
ィ
ン
セ
ン
ト
は
、
最
初
の
頃
は
ゴ
ー
ガ
ン

と
と
も
に
料
理
を
し
た
り
デ
ッ
サ
ン
に
誘
っ
た

り
と
親
睦
を
深
め
て
い
た
よ
う
だ
が
、
こ
の
関

係
は
後
に
破
綻
す
る
。
あ
の
有
名
な
「
耳
切
り

事
件
」
だ
。
ど
う
い
っ
た
経
緯
が
あ
っ
た
か
定

か
で
は
な
い
が
、
フ
ィ
ン
セ
ン
ト
は
何
か
を

き
っ
か
け
に
自
身
の
耳
を
切
り
落
と
し
、
精
神

病
院
に
収
容
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

フ
ィ
ン
セ
ン
ト
と
テ
オ
が
亡
く
な
っ
た
後
、

テ
オ
の
妻
・
ヨ
ハ
ン
ナ
は
、
フ
ィ
ン
セ
ン
ト
と

テ
オ
の
や
り
取
り
が
綴
ら
れ
た
手
紙
を
編へ

ん
さ
ん纂
し
、

１
９
１
４
年
、
オ
ラ
ン
ダ
語
で
書
簡
集
と
し
て

の
発
刊
に
尽
力
し
た
。
フ
ィ
ン
セ
ン
ト
が
テ
オ

に
宛
て
た
手
紙
は
実
に
６５０
通
を
超
え
、
他
の
家

族
や
画
家
仲
間
宛
に
書
か
れ
た
も
の
を
合
わ
せ

る
と
優
に
８００
通
以
上
に
な
る
。

　

か
の
著
名
な
音
楽
家
で
あ
る
ヴ
ォ
ル
フ
ガ

ン
グ
・
ア
マ
デ
ウ
ス
・
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
、

１
７
５
６
年
１
月
27
日
ザ
ル
ツ
ブ
ル
グ
（
現
在

の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）
に
生
を
受
け
た
。

　
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
は
3
歳
か
ら
そ
の
才
能
を

い
か
ん
な
く
発
揮
し
、
５
歳
の
誕
生
日
の
時
点

で
難
易
度
の
高
い
曲
を
一
時
間
半
で
覚
え
た
と

い
う
。
彼
が
い
か
に
類
ま
れ
な
音
楽
の
才
能
を

持
っ
て
い
た
か
は
、
多
数
残
さ
れ
た
父
・
レ
オ

ポ
ル
ト
の
手
記
が
物
語
っ
て
い
る
。
幼
少
期
か

ら
既
に
天
才
と
目
さ
れ
て
い
た
彼
の
才
能
を
見

出
し
た
の
は
、
宮
廷
音
楽
家
で
あ
り
優
秀
な
教

育
者
で
も
あ
る
彼
の
父
親
・
レ
オ
ポ
ル
ト
だ
っ

た
。

　
レ
オ
ポ
ル
ト
は
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
の
才
を
愛

し
、
音
楽
に
の
め
り
込
む
彼
に
最
高
の
環
境
を

与
え
続
け
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
か
、
ヴ
ォ
ル

フ
ガ
ン
グ
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
や
チ
ェ
ン
バ
ロ
、

ヴ
ィ
オ
ラ
な
ど
、
ピ
ア
ノ
以
外
の
楽
器
も
巧
み

に
弾
き
こ
な
す
名
演
奏
家
に
な
り
、
弱
冠
５
歳

に
し
て
作
曲
も
こ
な
す
ま
で
に
成
長
す
る
。

　
天
才
の
名
を
ほ
し
い
ま
ま
に
す
る
ヴ
ォ
ル
フ

ガ
ン
グ
は
、
同
時
に
ユ
ー
モ
ア
に
富
ん
だ
い
た

ず
ら
っ
子
の
一
面
も
持
っ
て
い
た
。
彼
が
家
族

や
恋
人
た
ち
へ
送
っ
た
書
簡
の
中
で
は
、「
お

な
ら
」
や
「
お
尻
」
な
ど
の
、
当
時
下
品
と
さ

れ
た
単
語
を
用
い
た
お
ふ
ざ
け
交
じ
り
の
駄
洒

落
を
連
発
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
そ
ん
な
ち
ゃ
ら
ん
ぽ
ら
ん
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ

る
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
に
、
音
楽
に
対
す
る
支
柱

を
築
い
た
の
は
間
違
い
な
く
父
の
レ
オ
ポ
ル
ト

だ
ろ
う
。
そ
ん
な
父
を
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
も
敬

愛
し
、
親
元
を
離
れ
た
後
も
頻
繁
に
手
紙
で
自

身
の
近
況
報
告
な
ど
の
や
り
取
り
を
繰
り
返
し

て
い
た
。

　
ま
た
、
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
は
父
だ
け
で
な
く

母
や
姉
に
も
強
い
愛
情
を
持
っ
て
い
た
。
彼
が

22
歳
の
時
に
パ
リ
で
亡
く
な
っ
た
母
の
悲
報
を

綴
っ
た
手
紙
に
は
、
健
康
を
願
う
言
葉
の
他
に
、

二
人
へ
孝
行
を
す
る
た
め
に
仕
事
を
頑
張
っ
て

い
る
旨
が
書
か
れ
て
い
る
。

　
当
時
、
ド
イ
ツ
で
は
親
し
い
間
柄
で
あ
っ
て

も
仰
々
し
い
表
現
を
手
紙
に
用
い
る
こ
と
が
主

流
で
あ
っ
た
が
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
一
家
の
手
紙

は
自
由
で
堅
苦
し
く
な
く
、
身
内
だ
か
ら
こ
そ

の
く
だ
け
た
内
容
が
特
徴
的
だ
っ
た
。

や
り
取
り
は
、
政
宗
が
朝
鮮
滞
在
中
に
何
度
も

行
わ
れ
た
。

　
政
宗
の
正
室
・
愛め

ご
ひ
め姫

と
の
文
通
も
知
ら
れ
て

い
る
。
豊
臣
秀
吉
が
管
理
す
る
京
都
・
聚じ

ゅ
ら
く
だ
い

楽
第

に
住
ま
い
を
移
し
て
か
ら
も
二
人
の
手
紙
の
や

り
取
り
は
続
き
、
そ
の
間
、
愛
姫
は
京
都
の
情

勢
を
夫
に
伝
え
る
外
交
官
の
よ
う
な
役
割
も
こ

な
し
て
い
た
そ
う
だ
。

　
二
人
の
手
紙
は
『
枕
草
子
』
や
『
源
氏
物
語
』

を
引
用
し
た
言
い
回
し
も
多
い
。
高
尚
な
文
章
、

表
現
で
互
い
の
心
象
を
伝
え
合
う
こ
と
が
出
来

る
ほ
ど
、
二
人
の
中
は
睦
ま
じ
か
っ
た
と
推
測

さ
れ
る
。

　
今
ま
で
の
歴
史
を
紐
解
く
と
、
国
内
外
問
わ

ず
あ
ら
ゆ
る
偉
人
た
ち
の
「
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
レ

タ
ー
」
が
存
在
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
今
回
は

有
名
所
か
ら
選
ん
で
ご
紹
介
し
た
が
、
そ
れ
も

ご
く
一
部
に
過
ぎ
な
い
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
に
つ
れ
、
自
筆
で
手
紙

を
書
く
機
会
も
少
な
く
な
っ
て
き
た
か
も
し
れ

な
い
が
、
家
に
こ
も
る
時
間
が
増
え
た
今
こ
そ
、

偉
人
た
ち
に
倣
い
、
大
切
な
人
に
手
紙
を
送
っ

て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

あ
っ
た
か
が
伺
え
よ
う
。

　
『
仙
台
市
史　

資
料
編
10　

伊
達
政
宗
文
書

1
』（
１
９
９
４
年
刊
行
、
所
蔵
：
国
立
国
会

図
書
館
、
以
下
『
政
宗
文
書
』）
に
は
、
18
歳

か
ら
25
歳
の
間
、
彼
が
認
め
た
手
紙
が
収
録
さ

れ
て
い
る
。

　
政
宗
は
、
時
と
場
合
、
儀
礼
と
日
常
、
ま
た

は
相
手
と
自
分
と
の
関
係
の
相
違
に
よ
っ
て
手

紙
を
器
用
に
書
き
分
け
て
い
た
。
そ
の
様
子
は
、

『
政
宗
文
書
』
か
ら
も
読
み
取
れ
る
。

　
さ
て
、
政
宗
と
そ
の
母
・
義よ

し
ひ
め姫

（
出
家
後
の

院
号
・
保ほ

し
ゅ
ん
い
ん

春
院
）
の
確
執
は
有
名
だ
ろ
う
。

　
政
宗
は
５
歳
の
時
に
疱ほ

う
そ
う瘡

（
天
然
痘
）
を
患

い
、
一
命
は
取
り
留
め
た
も
の
の
後
遺
症
で
右

目
を
失
明
し
た
。
醜
く
な
っ
た
政
宗
を
義
姫
は

厭
い
、
以
降
は
次
男
の
竺じ

く
ま
る丸

（
伊
達
政ま

さ
み
ち道

）
を

溺
愛
す
る
よ
う
に
な
る
。

　
１
５
９
０
（
天
正
18
）
年
、
時
の
権
力
者
・

豊
臣
秀
吉
か
ら
の
小
田
原
攻
め
へ
の
参
加
要
請

を
政
宗
が
無
視
し
た
際
、
伊
達
家
の
将
来
を
案

じ
た
義
姫
は
実
兄
と
共
謀
し
政
宗
毒
殺
を
企
む
。

結
局
毒
殺
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
が
、
政
宗
は
罰

と
し
て
主
犯
の
義
姫
で
は
な
く
、
彼
女
が
溺
愛

す
る
弟
の
政
道
に
切
腹
を
命
じ
た
。
以
後
、
二

人
の
溝
は
決
定
的
な
も
の
と
な
っ
た
と
さ
れ
て

い
る

　
し
か
し
、
そ
の
三
年
後
、
保
春
院
は
朝
鮮
に

出
兵
し
た
政
宗
へ
和
歌
を
添
え
た
金
子
を
送
っ

て
い
る
。
そ
れ
を
受
け
取
っ
た
政
宗
は
「
ひ
と

た
び
拝
み
申
し
た
く
念
望
に
て
候
」
と
、
も
う

一
度
会
い
た
い
旨
を
認
め
た
手
紙
を
返
送
し
て

い
る
。

　
二
人
の
こ
の
よ
う
な
母
子
と
し
て
の
手
紙
の

※ 

本
誌
の
掲
載
内
容
・
お
知
ら
せ
情
報
は
記
事
作
成
当
時
の
も
の
で
す
。
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特
別
な
演
出

📩
『
シ
ー
リ
ン
グ
ワ
ッ
ク
ス
の
本
　
増
補

版
』（
平
田
美
咲
／
著
、
誠
文
堂
新
光
社
、

２
０
１
４
年
、
所
蔵
：
上
高
田
）

　

特
別
な
時
に
は
、
シ
ー
リ
ン
グ
ス
タ
ン
プ

（
封ふ

う
ろ
う
い
ん

蝋
印
）
を
押
し
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ

う
。
一
気
に
高
級
感
あ
ふ
れ
る
手
紙
に
な
る
。

ち
ょ
っ
と
し
た
使
い
方
の
コ
ツ
を
覚
え
れ
ば
、

簡
単
に
ス
テ
キ
な
装
飾
を
施
す
こ
と
が
で
き
る
。

🚫
消
印

📩
『
風
景
ス
タ
ン
プ
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン

ド
』（
吉
沢
保
／
著
、
日
本
郵
趣
出
版
、

２
０
１
２
年
、
所
蔵
：
上
高
田
）

　
届
い
た
手
紙
が
ど
こ
の
郵
便
局
か
ら
運
ば
れ

た
か
、
考
え
て
み
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

全
国
で
一
万
以
上
の
郵
便
局
に
は
、「
風
景
ス

タ
ン
プ
」「
風
景
印
」
と
呼
ば
れ
る
、
地
元
の

名
所
や
特
産
品
を
図
案
化
し
た
消
印
が
設
置
さ

れ
て
い
る
。
ポ
ス
ト
に
投
函
し
た
だ
け
で
は
押

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
も
の
な
の
で
知
名
度
は
低

い
が
、
80
年
以
上
の
歴
史
が
あ
る
消
印
だ
。
自

分
で
持
ち
帰
る
た
め
に
集
め
る
も
よ
し
、
旅
の

思
い
出
に
風
景
印
を
押
し
て
送
る
の
も
よ
し
、

自
由
に
楽
し
も
う
。

📩
『
東
京
し
る
し
の
あ
る
風
景
』（
松
田
青
子

／
著
、
河
出
書
房
新
社
、
２
０
１
７
年
、
所
蔵：

中
央
）

　
作
家
・
翻
訳
家
の
著
者
が
、
東
京
23
区
の
風

景
印
を
集
め
た
様
子
を
エ
ッ
セ
イ
の
よ
う
に
書

い
た
一
冊
。
著
者
は
中
野
区
に
も
訪
れ
て
い
る
。

区
内
に
は
、
全
部
で
４
つ
の
印
が
あ
り
、
本
書

で
は
３
つ
の
印
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
読
ん
で

い
る
と
都
内
を
散
歩
し
た
気
持
ち
に
も
な
れ
る
。 　

道
を
歩
い
て
い
る
と
目
に
入
る
、
郵
便
ポ
ス

ト
や
配
達
員
の
姿
。
世
界
で
最
も
古
い
サ
ー
ビ

ス
業
の
一
つ
と
も
い
え
る
、
人
が
人
の
た
め
に

何
か
を
運
ぶ
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
。
こ
の
使
命
は

同
じ
で
も
、
世
界
の
ど
こ
か
で
は
、
想
像
の
つ

か
な
い
よ
う
な
郵
便
局
や
ポ
ス
ト
が
あ
る
。「
郵

便
＝
赤
」
だ
け
で
は
な
い
世
界
の
郵
便
事
情
を

み
て
み
よ
う
。

📪
郵
便

📩
『
ポ
ス
ト
オ
フ
ィ
ス
マ
ニ
ア
』（
森
井
ユ
カ

／
著
、
講
談
社
、
２
０
０
６
年
、
所
蔵：本
町・

野
方
）

　

水
玉
模
様
の
郵
便
集
配
車
を
イ
メ
ー
ジ

で
き
る
だ
ろ
う
か
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
、

１
９
９
０
年
代
に
大
き
な
改
革
を
し
た
結
果
、

郵
便
局
の
ブ
ラ
ン
ド
の
イ
メ
ー
ジ
を
切
り
替
え

る
こ
と
に
な
っ
た
。
白
と
ブ
ル
ー
、
そ
し
て
オ

レ
ン
ジ
を
使
っ
た
水
玉
模
様
が
、
郵
便
の
デ
ザ

イ
ン
だ
。

　
本
書
で
は
、
こ
の
よ
う
な
誰
か
に
話
し
た
く

な
る
世
界
の
郵
便
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
最
近
、
手
紙
を
書
い
た
だ
ろ
う
か
。
仕
事
と

関
わ
り
な
く
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
で
も
な
く
、

年
賀
状
な
ど
の
形
式
的
で
も
な
い
郵
便
物
を
手

に
す
る
機
会
は
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
メ
ー
ル
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
や
り
と
り
が
多
く
な
り
が
ち
だ
が
、

た
ま
に
は
趣
向
を
変
え
、
ペ
ン
を
持
つ
の
も

き
っ
と
楽
し
い
。

✏
手
紙
の
あ
る
生
活
（
物
語
）

📩
『
水
曜
日
の
手
紙
』（
森
沢
明
夫
／
著
、
Ｋ

Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
、
２
０
１
８
年
、
所
蔵
：
中

央
・
鷺
宮
・
東
中
野
）

　
実
在
し
た
企
画「
水
曜
日
郵
便
局
」を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
物
語
。
２
０
２
０
年
６
月
時
点
で
は

残
念
な
が
ら
閉
局
し
て
い
る
が
、
読
む
と
手
紙

を
書
き
た
い
気
持
ち
に
な
っ
て
く
る
。

　

水
曜
日
の
出
来
事
を
手
紙
に
書
き
送
る
と
、

同
じ
よ
う
に
手
紙
を
出
し
た
誰
か
の
水
曜
日
の

手
紙
が
届
く
。
物
語
の
登
場
人
物
た
ち
は
、
そ

の
手
紙
を
通
し
て
、
悩
ん
だ
り
励
ま
さ
れ
た
り

し
な
が
ら
前
向
き
に
生
き
よ
う
と
し
て
い
る
。

ほ
っ
こ
り
と
心
癒
さ
れ
る
物
語
だ
。

✏
何
を
書
こ
う
か
な

　
文
章
を
書
く
の
は
苦
手
だ
と
思
っ
た
ら
、
大

胆
に
筆
の
一
言
で
、
も
し
く
は
、
絵
で
表
現
す

る
の
も
一
案
だ
。
そ
の
他
に
も
、
消
し
ゴ
ム
な

ど
で
ハ
ン
コ
を
つ
く
っ
て
み
た
り
、
写
真
を
印

刷
し
て
み
た
り
、
旅
先
の
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
を

送
っ
て
み
た
り
…
…
。
ま
ず
は
自
分
が
ワ
ク
ワ

ク
す
る
も
の
を
探
そ
う
。

📩
『
気
持
ち
が
伝
わ
る
ゆ
る
か
わ
虹
色
筆
文

字
』（
た
み
の
と
も
み
／
著
、
日
東
書
院
本
社
、

２
０
１
６
年
、
所
蔵
：
南
台
）

　
丸
み
の
あ
る
ゆ
る
く
か
わ
い
い
虹
色
の
文
字
。

サ
ン
プ
ル
を
参
考
に
、
自
分
の
ク
セ
を
生
か
し

た
文
字
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

📩
『
季
節
を
楽
し
む
絵
手
紙
』（
朝
日
新
聞
出

版
／
編
著
、
朝
日
新
聞
出
版
、
２
０
１
５
年
、

所
蔵
：
江
古
田
）

　

二
十
四
節
季
ご
と
の
図
案
が
載
っ
て
い
る
。

絵
の
具
を
中
心
に
、
ち
ぎ
り
絵
な
ど
の
手
法
で

の
描
き
方
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

📭
ポ
ス
ト

📩
『
世
界
の
郵
便
ポ
ス
ト
』（
酒
井
正
雄
／
著
、

講
談
社
エ
デ
ィ
ト
リ
ア
ル
、
２
０
１
５
年
、
所

蔵
：
中
央
）

　
著
者
が
30
年
近
く
に
わ
た
っ
て
撮
影
し
た
世

界
の
ポ
ス
ト
の
写
真
を
ま
と
め
た
一
冊
。
黄
色

の
ポ
ス
ト
や
海
中
に
あ
る
ポ
ス
ト
、
四
角
か
っ

た
り
丸
か
っ
た
り
、
各
国
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま

な
特
徴
が
あ
る
。

　
ポ
ス
ト
は
い
つ
で
も
街
中
に
あ
る
の
が
当
た

り
前
。
そ
う
思
い
が
ち
だ
が
、
世
界
に
目
を
向

け
れ
ば
、
天
災
や
紛
争
に
よ
り
ポ
ス
ト
が
壊
滅

し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
ポ
ス
ト
が

あ
る
風
景
は
平
和
の
証
な
の
だ
。

　
手
紙
を
書
く
上
で
大
切
な
の
は
、
文
字
な
ど

　
手
紙
を
書
く
上
で
大
切
な
の
は
、
文
字
な
ど

の
上
手
下
手
で
は
な
く
、
気
持
ち
が
こ
め
ら
れ

の
上
手
下
手
で
は
な
く
、
気
持
ち
が
こ
め
ら
れ

て
い
る
か
ど
う
か
。
少
し
気
恥
し
い
か
も
し
れ

て
い
る
か
ど
う
か
。
少
し
気
恥
し
い
か
も
し
れ

な
い
が
、
口
で
は
言
え
な
い
思
い
を
、
気
の
赴

な
い
が
、
口
で
は
言
え
な
い
思
い
を
、
気
の
赴

く
ま
ま
に
し
た
た
め
よ
う
。
書
く
・
届
く
と
き

く
ま
ま
に
し
た
た
め
よ
う
。
書
く
・
届
く
と
き

の
楽
し
さ
は
き
っ
と
つ
な
が
る
。

の
楽
し
さ
は
き
っ
と
つ
な
が
る
。

　

手
紙
を
書
く
手
間
と
届
く
ま
で
の
時
間
は
、

　

手
紙
を
書
く
手
間
と
届
く
ま
で
の
時
間
は
、

決
し
て
無
駄
で
は
な
い
、
大
切
な
も
の
だ
ろ
う
。

決
し
て
無
駄
で
は
な
い
、
大
切
な
も
の
だ
ろ
う
。

　
手
紙
の
中
で
重
要
な
こ
と
は
、
そ
の
中
身
だ

け
で
は
な
い
。
ポ
ス
ト
を
開
け
て
ま
ず
目
に
入

る
封
筒
に
も
、
差
出
人
の
心
遣
い
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い
。
季
節
感
の
あ
る
遊
び
心
が
描
か
れ

て
い
た
り
、
特
別
な
思
い
を
封
じ
込
め
て
い
た

り
、
街
を
思
い
起
こ
す
印
が
つ
い
て
い
た
り
す

る
こ
と
が
あ
る
。
ポ
ス
ト
を
の
ぞ
く
こ
と
も
楽

し
く
な
る
だ
ろ
う
。

🏾
切
手

📩
『
楽
し
さ
届
け
る
は
じ
め
て
の
絵
封
筒
』（
内

尾
夕
子
／
著
、
実
業
之
日
本
社
、
２
０
１
１
年
、

所
蔵
：
中
央
）

　
切
手
は
必
ず
し
も
封
筒
の
左
上
に
真
っ
直
ぐ

に
貼
る
も
の
、
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
表
面

に
必
要
料
金
分
を
貼
る
な
ど
、
最
低
限
の
ル
ー

ル
と
マ
ナ
ー
を
守
れ
ば
、
あ
る
程
度
、
自
由
に

貼
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
切
手
に
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
色
柄
が
あ
る
。
こ
の
特
徴
を
生
か
し

て
封
筒
に
絵
を
描
こ
う
。
季
節
感
や
個
性
あ
ふ

れ
る
手
紙
が
で
き
あ
が
る
。
た
と
え
ば
本
書
で

は
、
扇
柄
の
切
手
を
、
浴
衣
の
帯
に
見
立
て
て

貼
る
絵
封
筒
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ポ
ス
ト
を

開
け
て
こ
の
よ
う
な
封
筒
を
見
た
ら
、
思
わ
ず

笑
み
が
こ
ぼ
れ
て
し
ま
う
。

切手でお勉強
　切手は手紙を届けるために貼るだけではなく、集める楽

しみというのもある。切手には国の歴史や文化などが反映

されることも多い。古今東西に発行された切手から、教養

を深めるのはいかがだろうか。

📩『切手で知ろうシリーズ』
　彩流社より出版されている『切手が伝える○○○』とい

うタイトルのシリーズだ。「化学」「仏像」「第二次世界大戦」

など、２０２０年６月時点で、10のテーマで出版されている。

シリーズの一部は、中央・本町・野方・南台・鷺宮・上高

田にて所蔵している。

※ 

本
誌
の
掲
載
内
容
・
お
知
ら
せ
情
報
は
記
事
作
成
当
時
の
も
の
で
す
。



seebiblia P.6P.7 seebiblia 桜の木に囲まれた図書館　上高田図書館桜の木に囲まれた図書館　上高田図書館

※ 

本
誌
の
掲
載
内
容
・
お
知
ら
せ
情
報
は
記
事
作
成
当
時
の
も
の
で
す
。

上高田図書館マスコット
シマリスのまるちゃん



夏
の
海
っ
て
い
い
わ
ね

広
い
空
、
青
い
海
…

こ
の
際
ダ
イ
ビ
ン
グ
に

挑
戦
し
ち
ゃ
お
う
か
な
、

イ
ル
カ
に
会
え
た
り

し
ち
ゃ
っ
た
り
し
て
（
笑
）

イ
ル
カ
は
居
る
か
…

天
罰
か
し
ら
…
…

seebiblia P.8　　　　　　　　　　お知らせ・４コマ漫画・次号予告・編集後記

企画展示『日本郵便ことはじめ』

「郵便」をテーマとして、関連資料を展示します
展示期間：令和 2 年 8 月 1 日（土）～ 9 月24日（木）
展示場所：中野区立中央図書館　地下 1 階
　　　　　・正面玄関前ガラスケース
　　　　　・大型図書コーナー

※ 

本
誌
の
掲
載
内
容
・
お
知
ら
せ
情
報
は
記
事
作
成
当
時
の
も
の
で
す
。

生活に密着したテーマをもとに、各館で「個性ある（特色ある）図書」の展示を行っています。
より展示に親しんでいただけるよう、各回の展示ごとに

パスファインダー（情報を探すための手引書）をご用意しています。

個性づくり　各館年間テーマ 8月29日～ 10月29日 第55回展示内容

中央 ワークライフ支援
目指せグッ job ！
脱！ぐちゃぐちゃ

本町 文化・芸能・芸術 音楽をよむ

野方 まちづくり・環境・エコロジー 食と環境問題

南台 生活・福祉・介護 外国語にチャレンジ

鷺宮 子育て・教育 孫育て

東中野 法務情報 債権法改正

江古田 健康・医療 メンタルヘルス
～心を解きほぐす～

上高田 趣味・スポーツ・生涯学習 マニアック・スポーツ

♪ 偉人たちの手紙を通して、地元の家族
や友人に久しぶりに会いたくなりまし
た！画面越しの面会はやっぱり物足り
ないなぁ…（Ｓ）

♫ 私にとって切手といえば80円のキジ
バトで、84円のウメに馴染むのには
時間がかかりそうです。（Yu）

♬ 今年もまた暑い夏がやってきますね。
我が家の麦茶消費量が日に日に激しさ
を増しています。（Ya.M）

編集後記

「個性ある図書館」展示

vol.45　2020年 9 月末日　発行予定
※予告の内容は変更になる場合があります

・食・運動・ 芸 術の秋

・図書館紹介～中央～

次号予告

特集特集

　図書館のイベント告知は、新型コロナウイルスの感染拡大状況により　図書館のイベント告知は、新型コロナウイルスの感染拡大状況により
　流動的なため、今号では掲載を見送らせていただきます。　流動的なため、今号では掲載を見送らせていただきます。
　最新の情報はポスターやチラシ、ホームページなどでご確認ください。　最新の情報はポスターやチラシ、ホームページなどでご確認ください。

中央図書館の展示

No.044

ダジャレを言ったのは

だれじゃ？の巻
まき




